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特別企画１　基調提言＆ワークショップ
　　　　「Ｂ－ＳＬＩＭを生かした英語ノートの活用」
　宮原　孝浩（旭川市立日章小学校）

１　移行期の実態は

・英語ノートと指導資料（文科省） ＝ ３５時間の指導計画と授業案例

・教務・担当者を中心として作られた各校のカリキュラム

　　　・書店には山ほどの指導法・指導案例・教材を著した書物，先進校の実践例

　　指導に必要な環境・条件は整っているのに・・・　使いこなせないものばかり！
移行期にすべきことは，使える計画と指導法の確立と教師のスキルアップ

２　使える指導法とは
英語ノート，指導資料に示された３５時間の授業を行うことができれば悩むことも困ることもありません。しかし，英語（外国語）指導における専門的知識や技術を持ち合わせていない小学校教諭にとって手に入れたい指導法は，「すぐに自分でも使える指導法」です。では，すぐに使える指導法とは・・・
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[image: image3.emf]①パターンは限られていても１単位時間をスムーズに流せる指導法
　　　　（子どもも指導の流れを把握し，見通しを持って臨める授業）

②英語指導の初心者でも短期習得可能な指導法
③校内体制として共有できる指導法　

（進級して指導者が代わっても子どもが戸惑わない，教材も共有できる）

④子どもの興味・関心が持続する変化や楽しみのある指導法

⑤教材研究を短時間で終えられる指導法

　果たしてこの条件を満たせる指導法などあるのでしょうか…？

　　　ありました！　と言うか，この条件を満たせるよう自分の持っている知識，技術，資料，経験をすべて集結させた指導法が，これです。


指導の流れはＢ―ＳＬＩＭ　　　材料は英語ノート

３　指導の流れ

　　　　Ｂ―ＳＬＩＭの指導法は，　Ｗａｒｍ ｕｐ→　Ｉｎｐｕｔ→　Ｉｎｔａｋｅ→　Ｏｕｔｐｕｔという一連の流れのもとに指導するものです。流れそのものはパターン化されていますが，新出の言語材料を何度も繰り返し発語（発音）することによって，確実に単語やフレーズを覚え，会話を楽しめる力が付いていきます。上記の①②③④の条件は，このＢ―ＳＬＩＭの指導法によってクリアできます。

　　　　Ｂ―ＳＬＩＭの指導法はパターン化されていますが，アクティビティの組み合わせによって何通りもの活動を構成することができます。指導者は，少しの工夫によって，子ども達の活動意欲や楽しさを低下させることなく，会話を楽しんだり，思いを英語で伝えようとしたりする活動にまで高めていくことができます。

しかし，言語材料の選定や指導者の表現（指示や質問）については指導者が教材研究の折に考えなければなりません。あくまでもＢ―ＳＬＩＭは指導法であって，その内容を示すものではありません。

４　材料について

　　　　英語ノートの授業案は内容も豊富で緻密に練られたものだと思います。しかし，指導者が相当の達人でなければ使いこなすことはできないでしょう。また，子どもたちにとっても内容が理解できず混乱を招くことが予想される授業案も多く見受けられます。英語ノートの授業案に沿って指導することが容易ではないことは，指導資料を目にした人であればご理解いただけると思います。

　　　　しかし，不評ばかり述べられがちな英語ノートと指導資料ですが，よく見ると掘り出し物がたくさんあることにも気がつきます。それは「材料」です。

　指導資料には，英語ノートに合わせ「扱う表現」（言語材料），「指導者の表現例」「チャンツ・ソング」，「ゲーム」（アクティビティ）などが豊富にのっています。指導者は，これらの中から指導に必要なものを選択するだけで，授業に必要な材料はほぼ揃います。アクティビティのシートを印刷することなく，英語ノートをそのまま利用できたり，ピクチャーカードも英語ノートの拡大コピーで作れたりするので教材研究や準備の時間も短くて済みます。英語ノート（指導資料）を上手に活用すれば，④⑤の条件はクリアできます。


　　☆使えるものを　使えるところを！の視点で・・・
　　　　　　　　○パターン化された指導法・・・Ｂ―ＳＬＩＭ

　　　　　　　　○必要なところを選択する作業が教材研究

・・・英語ノート・指導資料

５　右上がり（Small Step, Scaffolding）を意識した構成

（１）ＩＮＰＵＴ・ＩＮＴＡＫＥ（アクティビティ）では・・・集団から個へ
　（聞いて意味がわかる）→（集団の中で声を出す）→（個として声を出す）


（２）単元構成では・・・型から自由へ
　　　（基本的表現）→（発展的表現）→（自由会話）
（３）１年間３５時間・２年間７０時間の活動として・・・ゴールを見据えて





































































